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最近の生命科学の急速な進歩により、少しの放射

線の危険|よ、心配しなくてもよいことがわかつてき

ています。

平成11年4月 21国 に東京の新宿京王プラザホテ

ルで 「低線量放射線影響に関する公開シンポジウム

ー放射線と健康」が開催されました。この公開シン

ポジウムで|よ、国際放射47R防護委員会 (ICRP)

が採用している、人への放射線防護の観点からどん

なに少ない放射線でもがんのリスクがあるとする

「しきしヽ値なし直線仮説」に|よ科学的根拠がなく、

逆にしきい値があること、また、少しの放射線|よホ

ルミシス効果で健康に有益であるなどについて、国

内外の著名な科学者 10名 による講演がありました。

この種のシンポジウムとして|よ日本で|よ初めてのも

ので、各方面の方々の関心が非常に高く、一般の方

を含めて約900名 の方々が参カロされました。

本会|よ、多くの方々に放射線の影響と安全性につ

いて考えてしヽただくために、必要な情報を継続して

提供することを主な目的として、放射線生物分野の

科学者を中心に構成された会です。

会員の方々|よ、次頁のとおりです。

やギ革声石

LヽLと主二車、、

低線量放射線影響に関する公開シンポジウムー放射線と健康

(平成 11年 4月 21日 開催、東京 ・新宿京王プラザホテル)

セミナー 「低レベル放射線の健康影響一直線仮説に対する疑問」

(平成12年 5月 19日 開催、東京・ダイヤモンドホテル)



◎放射線と健康を考える会 第 1号

ドイツ人のレン トゲンがX線 を発

見して以来、私達人類は今日まで

約 1世 紀にわたっていろしヽろな

形で原子エネルギーを利用 して

きています。その過程で、不幸

にも原子爆弾として広島 長 崎に

投下され、甚大な物的、人的被害を

もたらしたこともありました。 田 中

しかし、その後今回まで、世界ではその膨

大な原子エネルギーを主に原子力発電とし

て利用して来ました。現在、我が国では原

子力発電が総発電量の 3分の 1以上を占め

るまでになつています。

また、原子エネルギーは放射線という形

で、私達の生活のこく身近な医学、農業、

工業などさまざまな分野で利用されていて、

健康で快適な日常生活を営むためにはなく

てはならないものとなつてしヽます。

「放射線」と聞くと、大半の人|よ
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ます。しかし、放射線の利用も私連

の身の回りにある数多くの発がん

性物質や毒性のある化学物質の利

用と同 じように、法令などで厳

しく規制されていて、安全が確保

されています。

わが国の放射線に関する法令や基

靖政   準 類|よ、「国際放射線防護委員会」

(CRP)の 勧告をもとに決められてしヽます。

この CRPは 、放射線防護の観点から、放射

線|よどんなに少なくてもがん等のリスクが

あるとする 「しきい値な し直線仮説」を基

本的な考え方としています。この 「仮説」

につしヽて、最近国内外の科学者から反論の

声が出されてきてしヽます。

本会のホームページでは、放射線につしヽ

ての様々な情報を掲載 していきますので、

その影響や安全性などについて考えていた

だければ幸いです。
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考えてみよう放用線
ラ ドン温泉は健康にいいの

放射線ホルミシス効果を調べるため行われた

低線量放射線による、主に動物実験の結果と最

近の生命科学の知見をもとに、医学的治療への

応用の可能性についてまとめています。

少 しの放射線はこわくない

身体に受けた放射線の量が少しならば、「がん」

や 「遺伝的リスク」や 「胎児への危険」|よ心配

する必要のなしヽことにつしヽてまとめています。

放射線の安全基準と:CRP

我が国を|よじめ、各国の放射線の安全基準な

ど|よICRPの 勧告を尊重して策定されてしヽます。

ここでは、このICRPの 考え方を中心にまと

めてしヽます。

今年の6月 14日、英国のBBC放 送局の夜のラジ

オ番組 (21時 から21時 30分 )で
“
放射線のしき

しヽ値なし直線仮説の是非
"と

題して討論が行われま

した。この討論は、ラジオ番組として|よ世界でも回

期的なものです。ここで|よ、そのポイントをまとめ

ました。詳ししヽ内容|よ、ホームページに掲載してしヽ

ます。

この番組に登場された世界の科学者|よ、右のとお

りです。
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このホームページの内容に関連する国内外のニュ

ースなどを随時掲載してしヽます。

すぼつとらいと
このホームページの内容をより良く理解して頂く

ための情報を掲載してしヽます。ます最初|よ、最近よ

く耳にする 「活性酸素」と 「病気」との関わりにつ

しヽて連載してしヽます。
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1口 人の疫学調査結果から

● 自然界に1よ地域により放射線レベルが通常の

5倍 あるしヽ十よ10倍 以上も高しヽ地域がある。

これらの地域に長年住んでしヽる人達の調査で

は、がんの発生|よむしろ少なく、寿命も長しヽ

くらしヽである。

2.フドンと肺がんの調査から
● 米国でのラ ドン濃度と肺がんの発生率の関係

を調べた調査から、ラドン濃度の高しヽところ

で|よ肺がんの発生率が低しヽとしヽうデータが得

られてしヽる。

上記のような生態学的調査では誤つた推論を

しがちで、個人レベルで何が起こつてしヽるか

などは到底結論できるもので|よなしヽ。

3.低 線星放射線の適応応答

放射線はDNAの 損傷を引き起こすが、低線

量の場合|よむしろ、DNA損 傷をコントロー

ルするシステムを活性化する効果の方が大き

しヽ。また、我々の身体はDNA損 傷を修復す

るシステムを身につけており、多少のDNA

損傷が起きても簡単にはがんにならなしヽ。

低レベル放射線を1回受けるとDNA損 傷を修

復するシステムが束」激され、次に放射線を受

けたときの影響が緩和されるとしヽう適応応答

の現象|よ認められるが、それだけで発がんリ

スクなどが 0になると|よ言しヽきれなしヽ。

4口 しきい値なし直線仮説の是非の議論

0こ の仮説は、純粋に科学的根拠にもとづしヽて

しヽるものではなく、管理上の政策的なもので

ある。この仮説のために、不当に費やされて

しヽる何十億 ドルもの経費は、医学などの分野

に有効に使われるべきである。大気汚染では

低レベルの影響があるのかなしヽのか本当のと

ころは判つてしヽなしヽのに、人々|よしきい値を

受け入れてしヽる。

● この仮説は生物学的なものではなく、防護や

規制に用しヽられるものである。もし、生物学

的にしきしヽ値があつたとしても、規制当局は

必すそれを防護基準に採用しなければならな

しヽとしヽうものではなしヽ。


